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＜要旨＞ 

クローン病、潰瘍性大腸炎に代表される炎症性腸疾患（以下、IBD）は、その多くが若年で発症する。

腸管に繰り返し炎症を生じ、厚生労働省の特定疾患に指定されているが、患者数は年々増加の一途を辿

っている。近年、生物学的製剤の普及により IBDの治療は劇的な変化を遂げた。また、クローン病では

成分栄養療法もわが国独自の治療法として確立している。そこで、計画的なモニタリングにて病勢を把

握し、臨床的増悪に至る前の段階で治療の最適化を行うことが重要となる。これに加え、治療に対する

受容性、社会的背景、性差や食事などについても考慮し、患者の QOLを高めることを目標とする。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

 ■検討項目 

１、内視鏡的評価に基づいた生物学的製剤の有効性や粘膜治癒のもたらす予後の検討 

２、生物学的製剤治療の最適化と予後改善の検討 

３、生物学的製剤の維持治療における成分栄養療法の併用効果について 

４、内視鏡モニタリングによる治療強化の適切なタイミングの評価 

５、IBD治療に対する有効性・QOLに関するアンケート調査 
 

 ■クローン病の小腸病変（Definition for 2types of active phase） 

          

          内視鏡的活動性     臨床的活動性 

＜アピールポイント＞ 

疾患活動性評価は、臨床症状や炎症マーカーだけでなく、病変を最も適切に把握できるモダリティを

用いる。また、生物学的製剤の血清トラフ値モニタリングと内視鏡的評価を組み合わせることにより、

臨床的に悪化に至る前の段階を把握することができ、臨床症状を中心とした主観的評価のみならず、内

視鏡を用いた客観的な評価を行う事で、より早期の治療介入や治療の最適化を行うことが可能となる。 

＜利用・用途・応用分野＞ 

・直腸膣瘻を有する女性クローン病患者の診療 

・女性患者への身体的・精神的アプローチについて（月経関連症状、更年期症状を有する患者への対応） 
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＜関連するＵＲＬ＞ 

https://ocu-gastro.jp/  http://www.med.osaka-cu.ac.jp/ocumsoshin/ 

https://ocu-gastro.jp/
http://www.med.osaka-cu.ac.jp/ocumsoshin/


＜他分野に求めるニーズ＞ 

なし 
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